
事業計画 概要

平成 26年度   刈谷少年発明    事業 愛知県所管 公益財団法人 刈谷少年少女発

明      譲渡  月 日付 完了  豊田理化学研究所  設立趣旨 基本 立 返  

研究事業 専念   再出発 年          研究棟内 倉庫     実験室 改修

  今後     増員 対応     研究環境整備 進           事業 始 

   公益事業        開催     施設 平成  年春竣工 目指   資産取得

資金 積立  着手     

平成27年度  創立  周年   節目 年           事業  一層 充実 目指

      主催 企画                積極的 開催           研

究助成事業       拡充 図  全体    研究活動   一層充実   自然科学研

究 進展 寄与  優  成果 創出 努        

来年度 事業規模      事業 研究助成事業 拡充    全体    今年度比 割

程度 増加 見込      

日本 経済状況 明  兆  見       貿易収支 引 続 大  赤字 続   

  世界経済 先行  不透明 予断 許   状況     状況 考慮   保有株式 一

株当   配当金  過去 2年間 平均額 見込     

以下 各事業 具体的 計画 説明      

1 研究事業

1-1       事業
平成 27年度  継続 6名 新規 2名 計 8名 常勤     継続 4名 新規 3名 計 7

名 客員     陣容  表1 表2 記載         研究 進        研

究計画 詳細  別冊 研究計画書 1 15頁 記載 通    

   平成 28年度採択     関      昨年同様 理事推薦         利

用  公募 併用    昨年11 12月 募集 行     理事推薦 自己申請 合   

6名 応募    現在     選考委員会 審査 進       平成 28年度採用客員

     関      平成 27年 4月 5月 募集 行 予定 準備       

表 1 平成 27年度      研究   

氏名 研究   

中村新男 名古屋大学名誉教授    構造制御複合系 光物性制御

西田信彦 東京工業大学名誉教授  物質電子状態 原子長実空間測定   物性理解

三宅和正 大阪大学名誉教授  超伝導発現機構 多様性 関  理論的研究



森永正彦 名古屋大学名誉教授 
 金属化合物 化学結合      表現 

水素貯蔵化合物 量子設計  応用

上田寛 東京大学名誉教授  新奇強相関電子系物質 開発

野上正行 名古屋工業大学名誉教授     中    高速移動現象 解明   応用

 新任 河本邦仁 名古屋大学教授  高効率熱電変換材料 化学創製

 新任 小島憲道 東京大学教授 
 光     電荷 相乗効果 拓 新  

分子磁性 開拓

表 2 平成 27年度 客員     研究   

氏名 研究   

菅原正 神奈川大学教授 

東京大学名誉教授 
 情報   人工細胞複製系 構築

美宅成樹 名古屋大学名誉教授 
  生物  何    基本問題 生物物理学

教科書 出版

植田憲一 電気通信大学名誉教授 
     技術          目指  

熱   効果       

太田隆夫 京都大学名誉教授  非平衡       構造形成       

 新任 岩澤康裕 電気通信大学教授 
 高度化 線吸収微細構造法等   触媒反応 

先導的基礎研究

 新任 斎藤軍治 名城大学教授  有機超伝導体 量子   液体 研究

 新任 竹添秀男 東京工業大学名誉教授 
 液晶性         含 液晶    系 

光誘起挙動 研究

1-2 名古屋大学       大学院   協力
平成24年度  名古屋大学 要請 応           大学院        平成  

年度 協力       本       環境問題 恒久的 解決     国際的    

科学者養成 目的   国家         

当財団  豊田理研     名古屋大学 客員教授     連携研究所講義 1単位   

受 持  豊田理研建屋内  学生 教育 当  予定   

1-3  豊田理研懇話会 
今年度 引 続  平成27年度 豊田理化学研究所主催      豊田理研懇話会   

    事業 一環   豊田理研             開催       難     

     話        趣旨  常勤     客員     他 豊田理研関係者  



    近隣 大学 研究機関 方   参加      活発 討議          

来年度  3回開催  予定 準備 進      表 3 開催予定 記    

表 3 平成 27年度  豊田理研懇話会 開催予定

回 実施年月 講演   講演者

1 H27 4月 候補  次世代超大型望遠鏡    仮 
候補 国立天文台 台長

林 正彦 氏

2 H27 8月 未定 未定

3 H27 12月 未定 未定

2 研究助成事業

2-1 豊田理研    
今年度 募集  昨年度 同様 指定 14大学 16研究科 公募案内 送付       

  結果 応募件数 昨年比 名減   37名 応募    外部委員 3人 含 5人 審

査委員 審査 行  表4 記載 32名 採択候補   選定       選定   研究

者  規定 助成金 支給   共  助成金獲得 実績      贈呈書 発行    

各候補者 研究概要 研究計画 詳細  別冊 研究計画書 16 79頁 記載 通    

2-2 特定課題研究
今年度 募集  昨年度 同様        上  公募    前記 豊田理研     

指定大学事務局  募集案内 送付       結果      応募       

応募    3      継続         審査委員会 審査 行  表 5記載

     採択候補   選定       特定課題研究 研究期間 2年間    間 

実施   研究活動 研究会 情報交換会等 対   必要 費用 援助      

研究 概要 計画 別冊 研究計画書 80 87頁 記載 通    

表 4 平成 27年度  豊田理研     採択候補者

応募者 37名 12大学  採択候補 32名 12大学 

No. 大学 氏名 職位 研究   

1
北海道大学

石田 洋平 助教
超分子化学的      基  厚     

革新的金属     合成

2 福地 厚 助教
抵抗変化   応用 向    構造下    

電場誘起型   転移物質 物性探索

3
東京大学

鈴木 康介 助教
分子状金属酸化物      利用  

高性能分子磁性材料 開発

4 南畑 孝介 助教
静電的相互作用 駆動力             

結晶化現象 解明



5
豊橋技術

科学大学

須田 善行 准教授
          単一         

       測定

6 中村 祐二 准教授 隣接炎 共鳴現象 燃焼場 非定常      

7

名古屋

大学

小山 剛史 講師
          内    高 平面性   

導電性高分子 合成

8 出口 和彦 助教 強相関電子系準結晶 着目  新物性材料開発

9 新津 葵一 講師
低負担      向  低電圧        

技術 開発

10

名古屋

工業大学

岩田 達也 助教 酸化還元反応 示 補酵素結合型   酵素 作製

11 高木 幸治 准教授
環状有機化合物 構造 利用  円偏向発光材料 

開発

12 中山 将伸 准教授
量子力学計算           融合       

   新規誘電性材料 探索

13

名城大学

才田 隆広 助教 結晶構造 形態 制御  還元性酸化    合成

14 神藤 定生 助教
合成生物学的 構築  光合成細菌      

     高生産            相乗機構 解明

15 土屋 文 准教授
反跳粒子検出法 用      酸化物水素吸蔵

貯蔵材料中 水素輸送機構評価手法 確立

16 豊田工業

大学
三輪 誠 准教授

文書 柔軟 検索 向        

文書 意味表現 獲得

17

岐阜大学

大橋 史隆 助教   族      膜 合成   電子物性評価

18 志賀 元紀 助教
補助情報 用      因子化法    

雑音    一般化

19 柴田 綾 助教 非酵素系高感度遺伝子検出法 開発

20

三重大学

大野 和彦 講師
     用高性能       処理系 

          自動最適化手法

21 永井 滋一 助教
新規磁性体探索 供  高輝度電界放出型

   偏極電子源 開発

22 矢代 大祐 助教
腱駆動型 自由度関節 有  遠隔内視鏡手術用

触覚鉗子 開発

23

京都大学

浅野 圭佑 助教
環化付加                

迅速不斉構築

24 北田 敦 助教            室温水溶液合成

25 薄 良彦 講師
蓄電池 燃料電池 活用          

       研究開発

26 瀬波 大土 助教
                        材料 

局所物性量   材料特性評価

27
大阪大学

基礎工

北河 康隆 准教授
外場          制御可能 単一分子

電気伝導体 理論設計

28 劒 隼人 准教授
有機  素   環化合物 用  触媒特性 優  

卑金属  構造材料 創出



29
大阪大学

工学部

星本 陽一 助教
高反応性   酸    塩基付加体 用  

温室効果   吸着 分解 医薬品合成  応用

30 山﨑 慎太郎 准教授
           連携型物理         

基  機能構造 創成設計

31
九州大学

藏田 耕作 准教授
新規三次元細胞培養         開発 

共有知財化

32 中野 道彦 准教授
微粒子誘電泳動 用  電気的多検体同時   

検出法 開発

表 5 平成 27年度  特定課題研究 採択候補   

応募 3    継続      候補 5   

No. 研究   氏名

1
【継続】制御・情報理論による生物システムのロバストネス解析

と設計

推進責任者  津村 幸治

 東京大学 准教授 

2 【継続】巨大負熱膨張材料を用いた革新的熱膨張制御技術の開発
推進責任者  竹中 康司

 名古屋大学 教授 

3
【継続】感圧・感温塗料のフロンティア：分子センサの可能性と

新展開に向けて

推進責任者  江上 泰広

 愛知工業大学 教授 

4
【新規】       融合利用   新奇強誘電体材料 

物性解明

推進責任者  木村 宏之

 東北大学 教授 

5
【新規】生体         用  持続可能 動力供給

     創出

推進責任者  長森 英二

 大阪大学 専任講師 

2-3  学術談話会  開催

2-3-1  物性談話会 
物性物理学研究者 啓発 図 事 目的  名古屋大学 共催  物性談話会  今年度 

同様 8回開催    表 6 開催予定 記    

2-3-2  分子科学      
分子科学 発展 希求  幅広 研究者 討論 場 提供     目的  分子科学研

究所 共催  分子科学       4回開催          分子科学       

今年度 同様 市民講座   一般 方   公開      表 7 開催予定 記    

表 6 平成 27年度  物性談話会 開催予定

回 実施年月 講演   講演者

1 H27.9月 光受容蛋白質におけるエネルギー

変換・情報変換の機構解明

名古屋工業大学 大学院工学研究科

教授 神取 秀樹 氏



2 H27.9月 グラフェン、シリセンのバンド構造

の物理的基礎

筑波大学 数理物質科学研究科

教授 初貝安弘 氏

3 H27.9月
カーボンナノチューブの内部空間を

利用した一次元新物質相の創製と

特異な物性

首都大学東京 大学院理工学研究科

教授 真庭 豊 氏

4 H27.10月
子顕微鏡その場観察法による 1D，
2Dナノ物質の原子レベルでの構造
と電気的機械的特性の解明

物質・材料研究機構

主任研究員 Dmitri Golberg 氏

5 H27.12月 冷却原子気体の実験的研究・トポロ

ジカル相の検出

京都大学 理学研究科

教授 高橋義郎 氏

6 H27.12月 光電子分光におけるトポロジカル

絶縁体の研究

東北大学大学院理学研究科

准教授 佐藤一宇 氏

7 H28.1月 物性物理におけるフラストレーショ

ンと自由度の関係

大阪大学 大学院理学研究科

教授 川村 光 氏

8 H28.1月 ESR及びサイクロトロン共鳴を用
いたバレーエレクトロニクスの研究

理化学研究所

専任研究員 大島 勇吾 氏

表 7 平成 27年度  分子科学      開催予定

回 実施年月 講演   講演者

1 H27.5.14 野菜          増加  

    拓 近未来 植物工場

千歳科学技術大学

教授 吉田 淳一 氏

2 H27.8月  未定  未定 

3 H27.11月  未定  未定 

4 H28.1月  未定  未定 

3 広報活動

3-1  豊田研究報告  刊行  第  号 

平成 26年度在籍     7名 客員    4名 研究報告 加  豊田理研   

 

30名 研究報告 特定課題研究 4    活動報告     豊田理研懇話会 講演

概要 掲載  5月中旬 発刊      

3-2        維持 管理
財団設立趣意書 沿革 公開情報等      財団概要  事業内容 詳細 記述  

 事業紹介       研究内容 成果 掲載       紹介  公募 関  情報 

 知     募集情報  財団         知          記事 等    

   入 替  常 新  情報 提供      


